
酵素固定化
スクリーニングサービス

東洋電化工業では多孔質セラミックス担体「トヨナイト」への酵素固定化を受託しています。
本サービスではお客様の酵素をお預かりし、表面官能基の異なる4種類のトヨナイト 各5gへ
酵素を固定化しご返却します。

サービス内容

サービス名 内容 価格 納期

酵素固定化
スクリーニング
サービス

⚫ トヨナイト4種類注1（各5 g）へ酵素を固定化
⚫ タンパク質量で固定量を評価
※固定化する酵素はお客様よりご提供ください。

（タンパク質量として2000 mg程度）

300,000円
酵素受領後
最短3週間

注1 下記4種類のトヨナイトを使用

サービスの流れ

トヨナイト200 トヨナイト200-Mトヨナイト200-Pトヨナイト200-A

オプション内容

オプション 内容 価格

数量増 成果品の各担体につき1g単位で最大5gまで増量
(最大で5g×担体4種=20g増量可能)

15,000円/1g増

性能評価
(活性評価)

ご指定の方法で比活性値を測定
※秘密保持契約への対応が可能です。

見積り

成果品の性能改良も承っております。
本サービスを固定化酵素の初期検討にぜひご活用ください。



固定化酵素のバルク製造にも対応しております。
まずは当社営業員または販売代理店までお気軽にご相談ください。

または弊社HPからもお問合せいただけます。

固定化酵素のリサイクル試験例

反応条件
基質 (オリーブ油)：60 g
リン酸緩衝液 (pH7)：290 mL
固定化リパーゼ：7,200ユニット相当量
反応条件：撹拌 (350 rpm)、37℃

加水分解率が95％以上に達した後、固定化リパーゼを

ろ過により回収し、イソオクタンで洗浄後、新しい反応
液に投入してくり返し反応を行った。

【参考文献】
日本農芸化学会1998年度大会
「酵素固定化用担体『Toyonite』の特徴と応用例」
(東洋電化工業(株) 加守ら)

トヨナイトの物性

平均粒径 155±15 µm

見かけ嵩密度 0.68±0.15 g/mL

耐薬品性

【酸・アルカリ】
pH2～10で使用可能
【有機溶媒】
酵素を失活させない溶剤なら使用可能

耐熱性 120℃の加熱殺菌が可能

トヨナイトの細孔径分布

固定化酵素の特長

◼ 反応後の酵素を回収でき、酵素の再使用が可能

◼ 酵素の安定性が増加し、酵素自体が不安定となる環境下での反応が可能

◼ エマルジョン化が起こりにくく、反応後処理が簡単かつ収率が向上

◼ 酵素由来のタンパク質が脱離、流出しないため、酵素によるBOD上昇が生じない

当社試薬HP→合成・材料→物質を反応させる→触媒→酵素→酵素固定化スクリーニングサービス


